
事業番号 - - -

（ ）

　矯正施設においては、被収容者が日常生活を送る上で必要な食事及び衣類等の給貸与を行い、適正かつ安定的な収容生活環境を維持する必要があるところ、刑事施設において
は、自営作業として受刑者に炊事や洗濯等の業務に従事させている。そのような中、高齢受刑者や疾病・障害等のある受刑者の割合が増加傾向にあり、当該業務に従事させること
のできる受刑者の安定的な確保が課題となっている。
・全受刑者に占める高齢者（満60歳以上）の割合
　2012年時点では17.6パーセントであったところ、2021年時点では21.1パーセントと3.5ポイント増加
・全受刑者に占める精神障害受刑者の割合
　2012年時点では9.1パーセントであったところ、2021年時点では10.7パーセントと1.6ポイント増加

令和6年度要求

-

-

-

21,062

(目)

(目)

5,739

　

　

　

(目)

4,480 4,813

676

5,804

被収容者食糧費

収容諸費

都道府県警察実費弁償金

被収容者作業報奨金

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
105%

主な増減理由（・要望額・予備費）

98%

令和6年度要求

事業概要URL -

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 21,086

7,978

99%

1,563

執行率（％）
=(G)/(F)

102% 96% 98%

矯正収容費

(目)

2023 法務 22 0019

法務省

政策 矯正処遇の適正な実施（Ⅱ-6）

事業の目的
（5行程度以内）

　刑務所、少年刑務所、拘置所、少年院、少年鑑別所及び婦人補導院に収容された被収容者に対し、社会一般の生活水準と著しい開差が生じない程度の必要最低限の収容生活
環境の水準を維持することを目的としている。

総務課
総務課長
細川　隆夫

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

・刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第40条
・少年院法第60条
・少年鑑別所法第41条
・婦人補導院法第6条　等

関係する
計画、通知等

-

事業名 被収容者生活関連業務の維持 担当部局庁 矯正局 作成責任者

事業開始年度

施策 矯正施設における収容環境の維持及び適正な処遇の実施（Ⅱ-6-（2））

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.moj.go.jp/content/001379577.pdf

-

不明
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) 155 194 -

-

-

21,062

予備費等（E) 589 478 232 -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 23,000 22,619 21,641 21,086 21,062

- 14 -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

　刑務所、少年刑務所、拘置所、少年院、少年鑑別所及び婦人補導院において、法令に基づき、犯罪者や非行少年を強制的に施設へ収容して身柄を確保しており、これらの矯正施
設の維持・管理のために生じる保守料や物品等の整備経費をはじめ、被収容者の公平・適正な矯正処遇を実施するために最低限必要な食糧、衣類、日常生活必需品を支給するた
めの物資購入のほか、矯正処遇を実施するための資材の購入等、被収容者の身柄を確保する上で必要となる物資等を整備する。

実施方法 直接実施

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 24,230 22,412 21,376

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

23,730 23,305 21,873 21,086

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 被収容者被服費 371 351

翌年度へ繰越し（D) ▲ 14 - - -

8,185

1,440

748

・償還人員の増加に伴う（目）都道府県警察実費弁償金の増



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

　可能な限り定量的に把握するため、食事内容など刑務所の処遇環境等に関するアンケート調査を出所する受刑者を対象に実施し、同アンケートの結果も参考に
処遇環境の改善等に取り組んでいるところ、同アンケートの数値の増減のみをもって評価はしていないため。

- - - -

目標値 - - - -

達成度 ％

　全ての被収容者に対する食事の給与
　食事を給与した被収容者の
数（一日平均収容人員）

成果実績 人 48,760 46,776

100

　被収容者の収容を確保し、その人権を尊重しつつ、それぞれの法的地位に応じた適切な処遇を実現するため、矯正施設における日常生活に必要な衣類及び寝
具、食事及び湯茶、日用品等を貸与し、又は支給する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　矯正行政の透明化、処遇環境の充実化等を推進するための一方策として、平成17年4月から、出所受刑者を対象として釈放時アンケートを実施（法務省矯正局成
人矯正課調べ）。
　受刑者の釈放時の感想等を集計し、刑事施設の適正な運営を図るための資料として活用するとともに、その結果を公表し、刑事施設の運営の実情に対する国民
の理解を深めるための資料として活用している。

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 施設

- -

38

活動目標 活動指標

16

年度

46,776 44,441

定量的な成果指標 単位

施設 22

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

　炊事・洗濯等を行う受刑者の確保が
困難な拘置支所等における食事等の
安定的給与

　弁当給食を実施する拘置支
所数

活動実績

- 年度

　適正かつ安定的な処遇環境の整備 -

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　法務省矯正局総務課調べ

令和2年度 令和3年度

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

16

-

-

-

　弁当給食を実施することにより、炊事業務に従事する経理受刑者の確保や職員の過重な業務負担が解消され、受刑者にあっては処遇施設において再犯防止に
向けた処遇・支援を受ける機会の拡大、職員にあっては他の業務にマンパワーを割くことが可能となり、法的地位に応じた適正な処遇の実現と安定的な収容生活環
境の維持が図られるため。

-

-％

44,441

目標値 人 48,760

100 100

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

29

　矯正施設における日常生活に必要な食事や衣類等の給貸与には、炊事や洗濯等の業務が付随するところ、高齢受刑者や疾病・障害等を有する者の割合の増加
により、特に拘置支所等においては、当該業務に従事可能な経理受刑者の確保が課題となっている。また、拘禁刑の創設に伴い、改善指導及び社会復帰支援を受
けられるよう配慮が必要となることから、今後一層、経理受刑者の確保が難しくなることが想定されるため。

-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-22 29

成果実績



- -

- -

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度 0022 0024

0031

備考

法務省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 0041 0043

平成25年度 0027

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

　大規模施設における炊事業務等について、引き続き対策を検討する。
　また、アクティビティと短期アウトカムの関係を整理し、短期アウトカムを「全ての被収容者に対する食事の給与」とした。

法務省 0023

現状通り

現状通り

0021 0023

平成30年度 0020

平成23年度 0038 0040

　引き続き、適正かつ安定的な収容生活環境の維持を図る。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20 2021

令和元年度

平成28年度 0020 0022

平成29年度 0020 0022

令和3年度 00

0023

平成27年度

令和2年度 法務省

0022

0023 法務省

0022 0024

令和4年度 2022 法務 21

法務 20 00

0022 00 2022 法務 21 0024 00

2021 法務

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0021

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果

　矯正行政は、被収容者の収容を確保し、その人権を尊重しつつ、それぞれの法的地位に
応じた適正な処遇を実現することにより、犯罪・非行をした者の再犯・再非行を防止するもの
であり、国が実施すべき事業である。
　また、再犯・再非行防止に向けた各種指導・支援の実施に当たっては、その前提として安
定的な収容生活環境の維持及び処遇環境の整備が必須である。
　そのため、被収容者に対し、一般社会の生活水準と著しい開差が生じないよう、必要な経
費を支出しているところ、食事の給与、衣類の貸与、日用品の給貸与等を適切に実施し、被
収容者の適正な収容環境の維持が図られており、アクティビティ①について、短期アウトカム
である経理受刑者確保の問題等の解消に向けた弁当給食の実施については、目標値に対
し、１００％の達成度であるなど、測定指標は順調に推移している。

引き続き効率的な予算の執行に努められたい。
アクティビティと短期アウトカムの関係を整理いただきたい。効果発現経路が単純であるため、単一の指標しか設定できないことはやむを得ない。

外部有識者の所見

中長期的には大規模施設においても炊事業務等について対策が必要となると思われます。中長期を見据えて、民間との協業等の対策のご検討をお願いいたします。
定性的なアウトカムを設定することは差し支えない。



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

Ｅ．職員等

459百万円

旅費の支給

Ｃ．株式会社神明
ほか

13,877百万円

Ｄ．個人等

19百万円

諸謝金の支給

Ｂ．株式会社小学館集英社
プロダクション ほか

930百万円

【国庫債務負担行為】

法務省

21,376百万円

Ａ．矯正施設（277庁）

20,446百万円

本省からの予算配分

【一般競争契約
（最低価格）等】

Ｇ．47都道府県

4,745百万円

償還

日常生活備品等の購入等に
必要な予算の地方配分

庁舎維持管理、被収容者の
日常生活備品等の購入等 被収容者に対する給食業務等

庁舎維持管理、被収容
者の日常生活備品等の
購入等

外国人被収容者に対
する通訳を実施する
ための謝金等

矯正処遇の充実を図
るための各種協議会
の開催、被収容者の
護送等

刑事施設に収容する
ことに代えて、留置
施設に留置された者
の食糧等に要する経
費の償還

Ｆ．個人

1,346百万円

刑務作業に従事した
受刑者及び作業に
よって負傷した受刑
者への支給

作業報奨金等の支給



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

予算配分 - 1,739 給食業務等 喜連川センター等の総括マネジメント等業務等 547

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 1,739 計 547

食料品購入 株式会社神明 297 諸謝金 外国人被収容者に対する通訳謝金 1

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 297 計 1

旅費 被収容者の護送・収容業務のための旅費 0.4 作業報奨金 刑務作業に従事した受刑者に対する作業報奨金 3

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0.4 計 3

都道府県警察実費弁償金 留置施設に留置された者の食糧等経費 822 - - -

G. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 822 計 0

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 東京拘置所 - 予算配分 1,739 その他 - - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

- -

4 横浜刑務所 - 予算配分 931 その他 - -

- - -

3 大阪刑務所 - 予算配分 977 その他 -

2 札幌刑務所 - 予算配分 1,154 その他

- - -

7 宮城刑務所 - 予算配分 816 その他 -

6 名古屋刑務所 - 予算配分 853 その他

-

5 府中刑務所 - 予算配分 917 その他 - - -

-

9 福島刑務所 - 予算配分 712 その他 - - -

- -

8 東日本成人矯正医療センター - 予算配分 717 その他 - -

- - -10 大阪拘置所 - 予算配分 650 その他

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

2 エームサービス株式会社 2010401004266
大阪拘置所等における被収容
者に対する給食業務

383
国庫債務負担

行為等
- - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社小学館集英社プロ
ダクション

9010001018924
喜連川センター等の総括マネ
ジメント等業務

547
国庫債務負担

行為等
- -



C

D

E

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社神明 9010001191011 うるち玄米の購入 297
一般競争契約
（最低価格）

3

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

3 尾家産業株式会社 5120001061479 被収容者食糧の購入 212
一般競争契約
（最低価格）

2 98％ -

84.5％ -

2 エクレ株式会社 9011201005423 庁舎維持管理業務委託費 248
一般競争契約
（最低価格）

2 99.5％

76.5％ -

6 美保産業株式会社 5010701009482
被収容者被服用洗濯乾燥機
の購入等

141
一般競争契約
（最低価格）

3 86.1％

3 99.5％ -

5 株式会社サトー商会 7370001005153 被収容者食糧の購入 157
一般競争契約
（最低価格）

10

4 新生ビルテクノ株式会社 9010501005298 庁舎維持管理業務委託費 161
一般競争契約
（最低価格）

12 85.6％ -

9 株式会社名給 5180001022946 被収容者食糧の購入 115
一般競争契約
（最低価格）

13

8 有限会社鈴井園茶舖 2370002011700 被収容者食糧の購入 120
一般競争契約
（最低価格）

-

7 株式会社鈴木屋 3020001027153 被収容者食糧の購入 131
一般競争契約
（最低価格）

21 73.3％ -

-

71.2％ -

10 株式会社大和商会 6120101004238 被収容者食糧の購入 107
一般競争契約
（最低価格）

3 64.7％

- - -

2 個人B -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

1 その他 -

1 個人A -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

1 その他

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

4 個人D -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.2 その他 - - -

- -

3 個人C -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.2 その他 - -

- -

7 個人G -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.1 その他 - -

- - -

6 個人F -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.1 その他 -

5 個人E -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.1 その他

- - -

10 個人J -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.1 その他 -

9 個人I -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.1 その他

-

8 個人H -
外国人被収容者に対する通訳
謝金

0.1 その他 - - -

- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

- - -

3 個人C -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.4 その他 -

2 個人B -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.4 その他

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.4 その他 - - -

-

5 個人E -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.4 その他 - - -

- -

4 個人D -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.4 その他 - -

- -

8 個人H -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.3 その他 - -

- - -

7 個人G -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.3 その他 -

6 個人F -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.3 その他

- - -10 個人J -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.3 その他

-

9 個人I -
被収容者の護送・収容業務の
ための旅費

0.3 その他 - - -



F

G

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

3 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

- - -

4 個人D -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他 -

3 個人C -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他

-

2 個人B -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他 - - -

-

6 個人F -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他 - - -

- -

5 個人E -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他 - -

- -

9 個人I -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他 - -

- - -

8 個人H -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他 -

7 個人G -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他

-

10 個人J -
刑務作業に従事した受刑者に
対する作業報奨金

2 その他 - - -

- -

2 大阪府 4000020270008
留置施設に留置された者の食
糧等経費

346 その他 - -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 東京都 8000020130001
留置施設に留置された者の食
糧等経費

822 その他 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

- - -

5 神奈川県 1000020140007
留置施設に留置された者の食
糧等経費

285 その他 -

4 愛知県 1000020230006
留置施設に留置された者の食
糧等経費

310 その他

-

3 埼玉県 1000020110001
留置施設に留置された者の食
糧等経費

324 その他 - - -

-

7 兵庫県 8000020280003
留置施設に留置された者の食
糧等経費

224 その他 - - -

- -

6 千葉県 4000020120006
留置施設に留置された者の食
糧等経費

261 その他 - -

- -

10 京都府 2000020260002
留置施設に留置された者の食
糧等経費

141 その他 - -

- - -

9 静岡県 7000020220001
留置施設に留置された者の食
糧等経費

146 その他 -

8 福岡県 6000020400009
留置施設に留置された者の食
糧等経費

169 その他

-

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック


